
- 1 -

CRT 栃木放送『開倫塾の時間』林明夫の歩きながら考える 2024年9月14・21日(土)放送内容資料

9 月 14 日分 9 月 9 日(月)9:00 ～　  
9 月 21 日分は 9 月 18 日(水)正午～


CRT スタジオで収録


 

３つの教育(学校教育・家庭教育・社会教育)の「内容」の充実・強化のために 

みんなで支援・協力しよう！ 

 

開倫塾


塾長　林明夫


 

１．はじめに


（１）読み書きのできない 15 歳以上の人の数は、世界に約 7 億 5000 万人。これは、世界の成人

の 17 ％にあたります。


（２）しかも、学校に通っていない子どもは、世界に 6700 万人いるといわれています。


（３）地域社会が自力で学校を支え、教育における性差別を減らし、成人の識字率を高めるよう支

援することが、私たちの目標です。


 
２．＜教育の目的＞


（１）「よく生きること」。 

（２）＜よく生きる＞とは、


①「多様な選択肢のある人生を歩むこと」


②「正常に機能する社会の形成に貢献すること」


（３）そのためには、ものごとの「深い理解」、 

つまり、「自分の考えを自分のことばでいえる（表現・説明できる）」ことが求められます。 

 
３．（１）「深い理解」「自分のことばでいえる（表現・説明できる）」ためには、 

「基本的教育の充実」と「識字率の向上」が必要です。


（２）この実現には「3 つの教育の充実と連携」が欠かせません。


（３）「3 つの教育」とは 

①「学校教育」


②「家庭教育」


③「社会教育」


 
４．（１）＜学校教育＞とは、「学校での教育」です。 

①「初等教育」


・幼稚園、小学校


〇そこで、小学校を「初等教育機関」といいます。


②「中等教育」


・「前期中等教育」・・中学校 

・「後期中等教育」・・高等学校 

〇中学、高校を、「中等教育機関」といいます。 
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③「高等教育」


・大学


・短期大学


・専門学校


・専修学校


・大学院


〇大学などを、「高等教育機関」といいます。 

（２）＜家庭教育＞とは、「家庭での教育」です。 

〇「家庭教育」の担い手は「保護者」です。


（３）＜社会教育＞とは、「社会での教育」です。 

①「学校教育」「家庭教育」以外の教育を「社会教育」ということもできます。 

②「社会教育を行う施設」を「社会教育施設」と呼びます。


③国や自治体が運営する「社会教育施設」には、


・公共図書館


・市民会館


・音楽ホール・ミュージアム・体育館・アリーナ


・美術館・博物館・科学館


・宿泊体験施設（海の家、山の家）・公園 

④民間が運営する「社会教育施団体」には


・学習塾、予備校、


・習い事（英会話、習字、そろばん、音楽教室、絵画教室、バレー、日本舞踊、ハワイアン、

フラメンコ、コンピューターなど、さまざまな教室）


・スポーツジム・スポーツ団体・芸術団体・文化団体


⑤・ロータリークラブ


・ライオンズクラブ


・キワニスクラブ


・ユネスコ協会


　等も、「民間教育団体」と考えることができます。 

（４）これら３つの教育「学校教育」「家庭教育」「社会教育」の各々が充実し、連携して、は

じめて、一人一人が「よく生きる」ための教育が成り立ちます。日本は、これがとてもうま

くいっている国の一つ、もっといえば、世界で有数の教育国の一つと確信します。


（５）①「学校教育」「家庭教育」「社会教育」の一つ一つを充実強化させ、相互作用的に連携、 

②「基本的教育の充実」、とりわけ、「識字率の向上」を図ることが求められます。 

③自国のみならず、世界の「基本的教育の充実」「識字率向上」を目指すこと。 

〇各々の教育を担う皆様の資質向上・能力強化(empowerment エンパワーメント)、国

や自治体の公的支援、地域社会の理解、そして、何よりも国民の強力な支援が求めら

れます。                                                
2024 年 9 月 18 日（水）



